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目
　
　
　
次

　
　
　
　
規
　
　
　
則
（
第
九
号−
第
十
三
号
）

○
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

　

す
る
規
則	

（
子
育
て
支
援
課
）……
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

　

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

（
子
育
て
支
援
課
）……
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　

規
則	

（
介
護
保
険
課
）……
…
…
…
…
二

○
理
容
師
法
施
行
細
則
及
び
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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保
健
衛
生
課
）……
…
…
…
十
七

○
都
市
計
画
関
係
法
に
よ
る
建
築
等
の
許
可
又
は
承
認
の
申
請
の
手
続
等
に
関
す

　

る
規
則
及
び
福
岡
県
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則

	

（
都
市
計
画
課
）……
…
…
…
十
七

　
　
　
　
告
　
　
　
示
（
第
五
百
八
十
二
号−

五
百
八
十
八
号
）

○
騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
の
一
部
改
正

	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
七

○
騒
音
規
制
法
第
四
条
騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
の
指

　

定
の
一
部
改
正	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
七

○
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
す
る
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
基
準
別
表
第
一

　

号
に
規
定
す
る
区
域
の
指
定
の
一
部
改
正

	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
八

○
振
動
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
の
一
部
改
正

	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
八

○
振
動
規
制
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
の
規
制
基
準
の
一
部

　

改
正	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
八

○
振
動
規
制
法
施
行
規
則
別
表
第
一
付
表
第
一
号
に
規
定
す
る
区
域
の
指
定
の
一

　

部
改
正	

（
環
境
保
全
課
）……
…
…
…
十
八

○
福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示	

（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
）……
…
…
…
十
八

　
　
　
　
訓
　
　
　
令
（
第
二
号−

第
三
号
）

○
福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

（
行
政
経
営
企
画
課
）……
…
…
…
十
八

○
福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

（
人　

事　

課
）……
…
…
…
十
九

　
　
　
　
教
育
委
員
会

○
九
州
歴
史
資
料
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

	

（
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
）……
…
…
…
十
九

○
福
岡
県
立
美
術
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

（
教
育
庁
社
会
教
育
課
）……
…
…
…
二
十

　
　
　
　

規
　
　
　
則

　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
九
号

　
　
　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

　
　
　

則

　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第

七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

　

第
一
条
中
「
認
定
基
準
」
を
「
認
定
要
件
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
を
削
り
、
第
五
条
中
「
第
六
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中

「
学
校
教
育
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
す
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る
。

　

第
三
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
四

号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
子
育
て
支
援
の
基
準
）

第
二
条　

条
例
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
留
意
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

単
に
保
護
者
に
代
わ
っ
て
育
児
を
行
う
の
で
は
な
く
、
教
育
及
び
保
育
に
関
す
る
専
門
性
を
十

分
に
活
用
し
、
子
育
て
相
談
、
親
子
の
集
い
の
場
の
開
設
等
の
保
護
者
へ
の
支
援
を
通
し
て
保
護

者
自
身
の
子
育
て
力
の
向
上
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
か
ら
の
相
談
を

待
つ
だ
け
で
な
く
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
地
域
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

。

　

二　

子
育
て
相
談
又
は
親
子
の
集
う
場
を
週
三
日
以
上
開
設
す
る
等
、
事
業
の
内
容
に
応
じ
て
、
保

護
者
が
利
用
を
希
望
す
る
と
き
に
利
用
可
能
な
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

三　

研
修
等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
子
育
て
支
援
に
必
要
な
能
力
を

か
ん
養
し
、
そ
の
専
門
性
と
資
質
を
向
上
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る

民
間
団
体
、
個
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
専
門
機
関
等
と
連
携
す
る
等
様
々
な
地
域
の
人
材

及
び
社
会
資
源
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
号

　
　
　

福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

　
　
　

る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
認
定
基
準
」
を
「
認
定
要
件
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
同
条
第
四
号
中
「
取
消
」
を
「
取

消
し
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「給

食
提
供
計
画
書

（別
添
第
３
号

）
」
を
「給

食
提
供
計
画
書

（別
添
第
３
号
又

は
別
添
第
３
号
の
２

）
」
に
、
「職

員
の
研
修
計
画
表

」
を
「職

員
研
修
計
画
書

」
に
改
め
、
同
様
式

の
（
別
添
第
三
号
）
中
「取

組
み

」
を
「取

組

」
に
、
「あ

た
っ
て

」
を
「当

た
っ
て

」
に
改
め
、
同

様
式
の
（
別
添
第
三
号
の
二
）
中
「取

組
み

」
を
「取

組

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
別
添
第
五
号
）
中

「屋
外
遊
技
場

」
を
「屋

外
遊
戯
場

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
別
添
第
六
号
）
中
「研

修
計
画
書

」
を

「職
員
研
修
計
画
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「様

式
２
号

」
を
「様

式
第
２
号

」
に
、
「福

岡
県
県
知
事

」
を
「福

岡
県
知
事

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「給

食
提
供
報
告
書

（別
添
第
３
号

）
」
を
「給

食
提
供
報
告
書

（別
添
第
３
号
又

は
別
添
第
３
号
の
２

）
」
に
、
「職

員
の
研
修
報
告
書

」
を
「職

員
研
修
報
告
書

」
に
改
め
、
同
様
式

の
（
別
添
第
三
号
）
中
「取

組
み

」
を
「取

組

」
に
、
「あ

た
っ
て

」
を
「当

た
っ
て

」
に
改
め
、
同

様
式
の
（
別
添
第
三
号
の
二
）
中
「取

組
み

」
を
「取

組

」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
別
添
第
五
号
）
中

「研
修
報
告
書

」
を
「職

員
研
修
報
告
書

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「
（取

消

）
）
」
を
「
（取

消
し

）
）
」
に
、
「取

消
を

」
を
「取

消
し
を

」
に
改

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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福
岡
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
旧
法

」
と
い
う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
中
「
、
第
百
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
第
百
十
五
条
の
二
第

一
項
並
び
に
旧
法
第
百
七
条
第
一
項
」
に
、
「
、
第
九
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
七
条
の
二
第
二

項
」
を
「
及
び
第
九
十
四
条
の
二
第
二
項
並
び
に
旧
法
第
百
七
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定
の
変
更
申
請
）

第
二
条
の
二　

法
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

　

第
三
条
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
旧
法
第
七
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
旧
法
第
百
十
五

条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
四
条
中
「
、
第
百
十
一
条
及
び
第
百
十
五
条
の
五
」
を
「
及
び
第
百
十
五
条
の
五
並
び
に
旧
法
第

百
十
一
条
」
に
、
「
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
又
は
」
を
「
事
業
所
若
し
く
は
施
設
の
名
称
及
び
所

在
地
、
」
に
改
め
、
「
施
行
規
則
」
の
下
に
「
又
は
旧
施
行
規
則
」
を
加
え
る
。

　

第
五
条
中
「
及
び
」
の
下
に
「
旧
法
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
中
「
法
」
を
「
旧
法
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
旧
法
第
百
十
五
条
の
三
十
二

第
二
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
四
項
」
を
「
法
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
四
項
又
は
旧
法
第
百
十
五
条

の
三
十
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
三
項
」
の
下
に
「
又
は
旧

法
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
三
項
」
を
加
え
る
。

　

第
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
み
な
さ
れ
る
場
合
」
の
下
に
「
並
び
に
旧

法
第
七
十
二
条
第
一
項
本
文
（
旧
法
第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
旧
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
旧
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
場
合
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
一
号
備
考
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

６

「既
に
指
定
等
を
受
け
て
い
る
事
業
等

」欄
は
､
介
護
保
険
法
に
よ
る
指
定
事
業
者
又
は

介
護
保
険
施
設
と
し
て
指
定

（許
可

）さ
れ
た
年
月
日

（施
行
法
第
４
条
､
第
５
条
､
第
７

条
及
び
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
指
定

（許
可

）が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は

「12

．４

．１

」
）を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
｡

　

様
式
第
一
号
備
考
七
中
「保

険
医
療
機
関

」
を
「
健康

保
険
法
に
基
づ
く
保
険
医
療
機
関

」
に
、
「

､
老
人
保
健
施
設
又
は
老
人
訪
問
看
護
ス
テ

ー

シ
ョ
ン

」
を
「又

は
訪
問
看
護
事
業
所

」
に
、
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
、
同
備
考
八
中
「老

人
保
健
施
設

」
「訪

問
看
護
ス
テ

ー

シ
ョ
ン

」
「そ

の
他

（福
祉
系

）
」
を
「訪

問
看
護
事
業
所

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
一
中

「

�

を

�

」　

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
　
名

住
所

（
郵
便
番
号
　
　
　
　
－
　
　
　
）

生
年
月
日

当
該
訪
問
介
護
事
業
所
で
兼
務
す
る
他
の
職
種
（
兼
務
の
場
合
記
入
）

兼
務
す
る
同
一
敷
地
内
の

他
の
事
業
所
又
は
施
設

（
兼
務
の
場
合
記
入
）

事
業
所
等
名
称

兼
務
す
る
職
種

及
び
勤
務
時
間
等

管　　　理　　　者
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「

�

に

�

」　

改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
七—

一
中
「

診
療
所

（通
常
規
模

）

診
療
所
（
小
規
模
）

」
を

診
療
所

（10人
超

）

診
療
所

（10人
以
下

）

」
に
、
「経

験
看
護
師
等

」

を
「経

験
看
護
師

」
に
改
め
、
同
様
式
付
表
七—

一
備
考
四
中
「
（通

常
規
模

）
」
を
「
（10人

超

）

」
に
、
「
（小

規
模

）
」
を
「
（10人

以
下

）
」
に
、
「20人

以
下

」
を
「10人

超
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
七—

一
（
別
紙
１
）
中
「等

」
を
削
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
十
中

「

�

を

�

」　

「
�

に

�

」　

改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
付
表
十
一
中

「

�

を

�

」　

「

�

に

�

」　

改
め
る
。

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
　
名

住
所

（
郵
便
番
号
　
　
　
　
－
　
　
　
）

生
年
月
日

当
該
訪
問
介
護
事
業
所
で
兼
務
す
る
他
の
職
種
（
兼
務
の
場
合
記
入
）

兼
務
す
る
同
一
敷
地
内
の

他
の
事
業
所
又
は
施
設

（
兼
務
の
場
合
記
入
）

事
業
所
等
名
称

要
介
護
者

人

人

人
要
支
援
者

（
前
３
ヶ
月
の
平
均
値
、
新
規
の
場
合
は
推
定
数
を
記
入
）

利
用
者
数

兼
務
す
る
職
種

及
び
勤
務
時
間
等

有
料
老
人
ホ
ー
ム

軽
費
 老
人
ホ
ー
ム

施
設
開
設
年
月
日

昭
和
・
平
成

年
月

日

養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
区
分

（
該
当
部
分
○
）

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

有
料
老
人
ホ
ー
ム

軽
費
 老
人
ホ
ー
ム

施
設
開
設
年
月
日

昭
和
・
平
成

年
月

日

養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
区
分

（
該
当
部
分
○
）

車
い
す

特
殊
寝
台
付
属
品

手
す
り

取
り
扱
う
種
目

歩
行
補
助
つ
え

車
い
す
付
属
品

床
ず
れ
防
止

ス
ロ
ー
プ

認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

特
殊
寝
台

体
位
変
換
器

歩
行
器

移
動
用
リ
フ
ト

そ
の
他

車
い
す

特
殊
寝
台
付
属
品

手
す
り

取
り
扱
う
種
目

（
○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）
歩
行
補
助
つ
え

車
い
す
付
属
品

床
ず
れ
防
止

ス
ロ
ー
プ

認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

特
殊
寝
台

体
位
変
換
器

歩
行
器

移
動
用
リ
フ
ト

自
動
排
泄
処
理
装
置

そ
の
他
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様
式
第
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

理
容
師
法
施
行
細
則
及
び
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
二
号

　
　
　

理
容
師
法
施
行
細
則
及
び
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

（
理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の　

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

第
七
条
第
一
項
中
「
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
に
あ
っ
て
は
、
知
事
と
す
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

　

（
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の　

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

第
七
条
第
一
項
中
「
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
に
あ
っ
て
は
、
知
事
と
す
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

都
市
計
画
関
係
法
に
よ
る
建
築
等
の
許
可
又
は
承
認
の
申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
及
び
福
岡
県

特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

	

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
三
号

　
　
　

都
市
計
画
関
係
法
に
よ
る
建
築
等
の
許
可
又
は
承
認
の
申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則

　
　
　

及
び
福
岡
県
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

　
　
　

則

　

（
都
市
計
画
関
係
法
に
よ
る
建
築
等
の
許
可
又
は
承
認
の
申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改

正
）

第
一
条　

都
市
計
画
関
係
法
に
よ
る
建
築
等
の
許
可
又
は
承
認
の
申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
の
表
都
計
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
建
築
の
許
可
の
項
中
「
市
町

村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
（
平
成
九
年
福
岡
県
規
則
第

七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

告
　
　
　
示

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

　

騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
福
岡
県
告
示

第
千
七
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

指
定
地
域
に
係
る
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
三
号

　

騒
音
規
制
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
の
規
制
基
準
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
福

岡
県
告
示
第
千
七
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



平成24年３月28日　水曜日 第 3 3 8 1 号 　増刊②福　岡　県　公　報 18
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

別
添
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
四
号

　

特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
基
準
別
表
第
一
号
に
規
定
す
る
区
域
の

指
定
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
福
岡
県
告
示
第
千
七
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

別
添
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

　

振
動
規
制
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
の
指
定
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
福
岡
県
告
示

第
千
七
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

指
定
地
域
に
係
る
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号

　

振
動
規
制
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
地
域
の
規
制
基
準
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
福

岡
県
告
示
第
千
七
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

別
添
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

　

振
動
規
制
法
施
行
規
則
別
表
第
一
付
表
第
一
号
に
規
定
す
る
区
域
の
指
定
（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月

福
岡
県
告
示
第
千
七
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　

別
添
図
面
の
う
ち
、
新
宮
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
面
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
次
の
図
面
は
省
略
し
、
当
該
図
面
は
、
福
岡
県
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
新
宮
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
福
岡
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号

　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
要
綱
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
福
岡
県
告
示
第
四
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
豊
前
寮
の
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

訓
　
　
　
令

　
福
岡
県
訓
令
第
二
号

	

本　
　

庁　
　

	

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
知
事　
　

	

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
公
印
規
程
（
昭
和
四
十
年
四
月
福
岡
県
訓
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
の
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

福
岡
県

知
事
印

９

て
ん
書

縦　

四

横　

二
○

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
三

条
の
二
及
び
第
十
七
条
の
七

の
規
定
に
基
づ
く
危
険
物
取

扱
者
免
状
及
び
消
防
設
備
士

免
状
に
係
る
承
印
専
用

消
防
防
災

指
導
課
長

　

別
表
第
一
の
二
十
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
五

福
岡
県

○
○
部

○
○
局
長
印

25

て
ん
書

方　

二
六

一
般
文
書

私
学
学
事
振
興
局
長
印

に
あ
つ
て
は
私
学
学
事

振
興
局
学
事
課
長
、
防

災
危
機
管
理
局
長
印
に

あ
つ
て
は
防
災
危
機
管

理
局
防
災
企
画
課
長
、

空
港
対
策
局
長
印
に
あ

つ
て
は
空
港
対
策
局
空

港
整
備
課
長
、
国
際
交

流
局
長
印
に
あ
つ
て
は

国
際
交
流
局
交
流
第
一

課
長
、
労
働
局
長
印
に

あ
つ
て
は
労
働
局
労
働

政
策
課
長
、
人
権
・
同

和
対
策
局
長
印
に
あ
つ

て
は
人
権
・
同
和
対
策

局
調
整
課
長
、
水
産
局

長
印
に
あ
つ
て
は
水
産

局
漁
業
管
理
課
長

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
岡
県
訓
令
第
三
号

	

本　
　

庁　
　

	

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日

	

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
臨
時
職
員
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
七
月
福
岡
県
訓
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
中

「
職
員
（
一
の
年
の
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期

間
内
に
お
け
る
任
用
期
間
が
三
十
日
以
上
の

者
に
限
る
。
）
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸

行
事
、
心
身
の
健
康
維
持
及
び
増
進
又
は
家

庭
生
活
の
充
実
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
日
（
一
の
年
の
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期

間
内
に
限
る
。
）

」　

を

「
職
員
（
一
の
年
の
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期

間
内
に
お
け
る
任
用
期
間
が
三
十
日
以
上
の

者
に
限
る
。
）
が
夏
季
に
お
け
る
盆
等
の
諸

行
事
、
心
身
の
健
康
維
持
及
び
増
進
又
は
家

庭
生
活
の
充
実
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
の
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
内
に

お
け
る
任
用
期
間
三
十
日
に
つ
き
一
日
（
一

の
年
の
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
内
に
限

る
。
）

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会

　

九
州
歴
史
資
料
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　



平成24年３月28日　水曜日 第 3 3 8 1 号 　増刊②福　岡　県　公　報 20

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

九
州
歴
史
資
料
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

九
州
歴
史
資
料
館
協
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
組
織
及
び
運
営
」
を
「
運
営
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
削
り
、
第
六
条
を
第
二
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
四
条
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
立
美
術
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

	

福
岡
県
教
育
委
員
会　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　

福
岡
県
立
美
術
館
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
立
美
術
館
協
議
会
規
則
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
百
二
十
四
条
」
を
「
第
百
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
削
り
、
第
六
条
を
第
二
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
四
条
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。




